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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、5営業
日ぶりに反発してスタートし、前週末比でも上昇
となりました。週央までは、米株式相場の上昇や
円安の進行等を受けて上昇しました。20日（木）
は日本郵政の急落を受けて小幅に下落したものの、
週末は、ムニューシン米財務長官の税制改革に関
する発言を受け、米国の経済政策が実現に向け動
き出すとの期待感から上昇しました。（週末引け
値：18,620.75円）

 週間では、日経平均株価は1.56％の上昇、東証株
価指数は2.02％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年4月17日～4月21日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、一進一退
の展開となり、前週末比では小幅に上昇となりまし
た。19日（水）は、英国のメイ首相による総選挙の
前倒表明を受けた欧州政治の不透明感から買われ
（利回りは低下）、利回りは一時ゼロ％とおよそ
5ヵ月ぶりの低水準をつけました。週後半にかけて
は、米国株式市場上昇によるリスク・オン・ムード
から米国長期金利が上昇した（価格は低下）流れを
うけて利回りは上昇しました（価格は低下）。（週
末引け値：0.016％）

 週間では、10年国債金利は0.006％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H29-TB35）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に上昇となりました。週初は、米企業決算への期
待感から上昇してスタートしたものの、先行き不透
明な仏大統領選や英総選挙を控え、欧州市場が下落
したことから週央にかけて下落しました。週末は、
大型企業の良好な決算を受けて上昇する場面もあっ
たものの、フランス大統領選挙を控え慎重姿勢が広
がったことから、売られました。（週末引け値：
20,547.76ドル）

 週間ではNYダウは0.46％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円安/米ドル高
となりました。北朝鮮と米韓などとの緊張の高まり
を背景に、週初は円買い米ドル売りが進行し、一時
約5か月ぶりの円高/米ドル安水準を付けました。週
末は、米長期金利の上昇や、米国の大型減税への期
待の高まりを受けて、日米の株式相場が上昇したこ
とから、円買い米ドル売りの持ち高を解消する動き
が優勢となりました。（週末引け値：109円00銭
～10銭）

 週間では米ドル/円は0.41％の円安、ユーロ/円は
1.37％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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